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Ⅰ　研究主題
算数の楽しさを実感する子どもを育む
‐数学的に考える力を確かに育む授業の工夫‐
Ⅱ　課題解決に向けて
　１　算数の楽しさとは

　　算数の楽しさとは、以下の（１）（２）のよう　に捉えている。
（1） 「わかるようになった！できるようになった！」という達成感。さらに、学習したことを生かして課題を解決することができるという有用感。
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（2） 「友だちの考えと自分の考えは違うけれど、答えは同じだ。いろんな考え方があるなあ。もっと他にもいい考えはないかなあ。」と、友だちと考えを練り上げて、新たな価値を見出す楽しみ。
　　　

　
２　算数の楽しさを実感しながら、前のめりで学びたくなる授業の工夫
　　　以下の５点に留意しながら、算数の授業を展開してきたい。
（1） 導入を工夫して、「分かりたい」「解決したい」と思うことができるようにする。
（2） 解決方法が複数ある課題を設定する。
（3） 一人学びの時間を確保して、自分の考えをもたせておく。

（4） 互いの考えの共通点や相違点がわかるように、ノートに書いたものを見せ合う、黒板に書いて説明する、発表ボードを活用するといった方法で考え方を伝え合う。
（５）学びを今後の課題に生かしていけるように終末場面を工夫する。
Ⅲ　指導案
第６学年算数科学習指導案

１　単元名　　比例
２　単元設定の意図

（１）児童観

　本学級（男子１８人、女子１３人）の児童は、学習に対して前向きであり、「分かりたい。」「できるようになりたい。」「テストで良い点を取りたい。」という思いをもってこつこつと日々学習に取り組んでいる。その結果、どの児童も学習したことを着実に身に付けてきている。できるようになることで喜びを感じ、算数科の学習を楽しんでいる様子が見受けられる。反面、「もっと簡単にできる方法はないだろうか？」「友達はどうやって解いたのだろうか？」という目を輝かせて友達と考えを追究する姿はあまり見られず、学級全体で試行錯誤する場面が生まれにくいということが課題である。

（２）教材観

　本単元のねらいは、関数の考えの育成である。小学校における関数学習のまとめとして比例を本格的に取り扱い、その性質や特徴を明らかにしていく。伴って変わる２つの数量を探し出し、変化の特徴を見つけ、その特徴を式や表、グラフで表現し、学習したことを活用する、という流れで構成されている。

　数量関係については、第４学年で、伴って変わる2つの数量について、その対応や変化の特徴について表などを用いて調べることを中心に指導している。第５学年では、簡単な場面について、比例関係を理解させている。そして、第6学年ではこれまでに指導してきた数量関係についての見方を生かし、伴って変わる２つの数量の中から、比例の関係にあるものを取り上げて考察し、関数の考えを伸ばすことをねらいとしている。さらに、比例の関係が有効に用いられる場面を設定し、比例の関係を用いると手際よく問題を解決することができるよさを味わわせる。日常の問題解決に進んで比例の関係を活用しようとする態度を育てることも大切である。

（３）指導観

　児童が友達と一緒に算数的に価値の高いものを見い出す喜びやこれまでに分からなかったことがわかる喜び、自分の思いを表現する喜びなどを実感しながら学習していけるように指導を工夫していきたい。

そうした中で、伴って変わる2つの数量について、その変化の決まりを探し出し、比例の性質や定義を理解したり、比例関係を用いると手際よく問題解決できたりすること実感させたりしていきたい。

　そのために指導に当たっては、次のことに留意する。

　・児童が「分かりたい」「解決したい」と思えるように導入を工夫する。

・ペア学習やグループ学習を取り入れ、友達と解決方法を相談したり、互いの考え方の根拠を説明し合ったりする場を適宜設ける。

　・一人学びの時間を確保し、自分の考えをもたせた後に、意見の交流をする。

　・互いの考えの共通点や相違点がわかるように、発表ボード等を活用する。

　・解決方法が複数ある課題を与える。

３　単元の目標
　　比例の定義や性質を理解し、その関係を式や表、グラフに表し、問題を解決することができる。

４　単元の評価規準

	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	・身の回りから、比例関係になっている、伴って変わる２つの量を見つけ出そうとする意欲をもつ。
	・比例関係の式やグラフなどを用いて問題を解決することができる。
	・比例関係を式や表、グラフに表すことができる。
	・比例の意味や性質が分かる。


５　指導と評価の計画（全１１時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	評価規準
	学習活動における具体の評価規準
（評価方法）

	
	
	関
	考
	技
	知
	

	1
	事象には色々な変化があることに関心をもち、伴って変わる２つの量の関係を調べようとする意欲をもつことができる
	○
	
	
	
	・伴って変わる２つの数量について調べることに意欲をもって取り組もうとしている。

	2
	時間と水の深さの変化の考察の仕方を知り、比例の定義と性質を理解することができる。
	
	○
	
	○
	・対応する値の関係を考える。

・比例の定義や性質がわかる。

	3
	比例する事象を判断することができる。
	
	○
	
	
	・比例しているかどうかの判断ができる。

	4
	比例する関係を表す式を理解し、比例する２つの量の関係を、文字を使った式で表すことができる。
	
	
	○
	○
	・比例する関係を表す文字の式を理解する。

・比例する関係を文字の式に表すことができる。

	5
	比例のグラフのかき方を理解する。
	
	
	
	○
	・比例のグラフのかき方を理解する。

	6
	比例する事象を式に表して、グラフをかくことができる。
	
	
	○
	
	・比例のグラフをかくことができる。

	7
	身の回りから、比例する事象をみつけたり、考察したりすることができる。
	○
	
	
	
	・身の回りから、比例している２つの量をみつけようとしている。

	8
	表、式、グラフを使って、比例かどうかを判断することができる。
	
	○
	
	
	・XとYが比例していることを、表、グラフ、式を使って判断することができる。

	9
	比例のグラフを読み取ることができる。
	
	
	○
	
	・比例のグラフを読み取ることができる。

	10
	比例の学習内容を確実に身に付ける。
	
	
	○
	○
	・比例の学習内容を確実にする。

	11
	比例関係を利用して、工夫したはかり方ができることを理解する。（本時）
	
	○
	
	
	・比例の関係を使って、能率よく全体の数を求める方法を考えることができる。


６　本時案（本時は全１１時間中の１１時間目）

（1） 主眼（ねらい）

たくさんある数を調べるのに、比例関係を利用することが便利であることに気付き、比例の関係を使ってものの数を求める方法を考えることができる。
（2） 準備　はかり、定規、たくさんの画用紙

（3） 学習過程

	学習活動・内容
	児童の反応
	教師の支援

	１　比例関係を使って画用紙がおよそ何枚あるかを知るために、必要な情報を考える。

・枚数と重さ

・枚数と厚さ

２　全体の重さと１０枚の重さを知り、比例を使って全体の枚数の求め方を考える。

枚数（枚）

10

？
重さ（ｇ）

100
3050
・3050÷100＝30.5

10×30.5＝305

・100÷10＝10

　3050÷10＝305

・100÷10＝10

　ｙ＝10×x

　x＝3050÷10＝305

・表を書く

３　自分の計算しやすい方法で、枚数と厚さの比例関係から、全体の枚数を求める。

枚数（枚）

30
？
厚さ（㎜）

6
60
　
	･だいたい200枚くらいかなあ？

・重さを量って求めることができそうだなあ。

・厚さを測って、求められそうだ。
･枚数を１０枚ずつ増やして、表にしてみよう。

・まず、重さ÷枚数を計算して、きまった数を求めよう。

・100÷10をすると、1枚あたりの重さが出るぞ！
・枚数が2倍、3倍になると、重さも2倍、3倍になるから・・・。

・表を書いてみよう。

・計算がしやすいので、何倍になっているかに着目して解こう。

・比例を使ったら、数えなくてもおよその数を知ることができて、便利だな。


	・今まで学習を想起させながら、比例を使って、枚数が求められるということに気づかせる。
・全体の重さと、あともう１つどんな情報が知りたいか考えさせ、根拠も含めて説明させる。

（１０枚の重さではなくても良い）

・児童の理解の様子を見ながら、適宜個別指導したり、周りの友達と相談する時間を設けたりする。

・解き方の共通点や相違点が分かるようにする。
○比例関係を使って全体の数を求める方法を考えている。（考）

[発言・ノート]

・活動２の友達の考えを参考にして、自分にとって最も素早く簡単にできる方法で解くように促す。

・抽象的な数値と具体的な数値を結び付けることで、比例の考えで求められた事が実感できるようにするために、時間が余れば、実際に枚数を数える。




７　本時の板書計画
Ⅳ　授業の実際と考察
１　導入について

　　多くの用紙を前にして、「この用紙は何枚あるでしょう？」と、問うところから授業が始まった。予想を一人ひとりノートに書かせ、子どもの意見を引き出しながら、体重計で用紙の重さを量った。「用紙が何枚あるのか、知りたい！」「体重計の数値は何グラムを表示しているだろう？」と、前のめりになって学ぼうとする子どもの姿があった。教材提示については、子どもたちの「知りたい」という欲求を高め、満たすものであった。
　
２　課題設定について

　　活動２において、４通りの解き方で考えられる課題を設定した。結果としては、４通りの解き方が子どもたちから出されたのだが、予想していた以上に「1枚あたりの重さ」や「きまった数（比例定数）」を求めてから、全体の枚数を導き出す方法に偏っていた。導入の段階で、子どもたちが1枚の重さに目を向けていたことや、比例を使うなら「比例の式」とこだわっていた子がいたことからこのような結果になったのだろう。導入での子どもたちのつぶやきや教師の働きかけが、後の課題解決の場面に大きく関わってくることを実感した。しかし、「答えは１つ，解き方が複数ある」課題を設定することにより、一貫して「求め方」を考えさせる授業となった。
　
３　互いの考えの交流について
まず、一人学びの時間をとった後に、グループ学習を行い、最後に全体での意見の交流を行った。一人学びの時点では、９割近くの子どもたちが、答えを導き出していた。今回のグループ学習を取り入れた意図は、自力解決できていない子が、全体での交流の前に何らかの自分なりの考えをもっておけるようにするためだった。分からない子が聞きやすいように、グループを作った。自由に歩いて尋ねたり、教えたりする方法をとることもあるが、あえて制限を加えてどの子も平等に教えてもらえる機会を作りたかった。そこで、ねらい通り教えてもらって、自分の考えをもてる子もいたが、自分ができていないことが浮き彫りになってしまい、聞きづらかったり、友達の説得力のある説明に押されて、自分の書いた考えを消してしまったりした子もいた。何のためのグループ学習か子どもたちに伝えた上で、グループの人数なども含めて、安心して教え合える手立てを講じる必要があった。

　　全体での交流については、友達の説明に付け加えたり、黒板に書きながら説明したりと、発表している子どもたちは、皆分かりやすく考えを伝えることができた。教師が子どもたちの考えを類別しながら板書していった。子どもたちは「あ～、そういうことか！」などとつぶやきながら、自分の解き方とは違った友だちの話に聞き入っていた。
４　終末場面の適用題について
　　本時では、「枚数と厚さの比例関係から全体の枚数を求める」ことを適用題として設定した。活動２の友だちの考えを参考にして、自分にとって最も解きやすい方法を使うように促したが、結果として、逆に混乱を生んでしまった。「できるようになった！」と自信をつけさせて終わることができなかったことが大変残念であり、反省すべき点である。
Ⅴ　授業後に見えてきた今後の課題

１　全員を同じ土俵に乗せる
導入場面で、全部の枚数を知るために、「全部の重さと、あと1つだけ量って教えてあげるけれど、何が知りたい？」と投げかけ、知りたい枚数とその理由を言わせた。「１０枚の重さが知りたいです。理由は、１０枚の重さが分かるとあとで枚数を計算しやすいからです。」と発表した子がいた。その言葉で、ピンと解き方が浮かぶ子もいる。全員にとって、この言葉が何らかのヒントになることを期待して、理由を言わせている。しかし実際は、これだけの手立てでは何のヒントにもならない子や、みんながうなずいているのを見て、取り残された気分になっている子がいた。だれもが、算数の楽しさを感じながら学習できるようにするためには、はじめに全員が見通しをもって学習できるようにしておくことも大切な条件なのだと実感した。

２　子どもの思考や判断を大切にする
　　展開の場面において、子どもたちはさまざまな「求め方」を考え、自分の考えを話したり、うなずいたりしながら、生き生きと意見を交流していた。子どもたちは今までの学習を通して、自分の考えを分かりやすく話す力を身に付けてきた。その成果があらわれていた。しかし、教師が自分とは違う求め方を理解させることを重視しすぎたあまり、適用題をどの方法で解けばよいのか子どもたちは混乱していた。教師が子どもの考えをしっかりと受け止めた後、子ども自身が判断し、自由に使いこなせるよう、子どもたちの腑に落ちるような手立てや時間が必要なのだと感じた。
比例「たくさんあるものの数量を数えずに求めよう。」（６年）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口地区








前時の既習事項を生かして、自信をもって解き方を導き出している。





今までのあらゆる既習事項をもとに、工夫して解き方をひねり出している。





画用紙を数えずに、およその枚数を説明しよう！


うぃ３００枚の画用紙を用意する方法を考えよう。











